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農委広報

　

今
年
は
、
補
助
事
業
を
利
用
し
て
14
棟

の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
庄
内
町
に
建
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

県
の
戦
略
的
園
芸
産
地
拡
大
支
援
事
業

に
よ
る
12
分
の
５
に
町
の
支
援
12
分
の
４

を
合
わ
せ
た
、
事
業
費
の
４
分
の
３
以
内

の
補
助
を
受
け
て
の
建
設
で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
要
件
も
あ
っ
て
の
補
助
認

可
で
す
が
、
意
欲
あ
る
若
者
を
中
心
に
７

年
間
で
95
棟
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
建
設

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ハ
ウ
ス
は
、
花
卉
、
野
菜
を
栽
培
し
、

特
に
良
品
質
の
花
出
荷
で
「
花
の
町
庄
内
」

の
名
声
を
一
層
高
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
４
月
、
異
常
に
発
達
し
た
爆

弾
低
気
圧
の
暴
風
で
多
く
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
が
倒
壊
し
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
建

て
て
１
年
に
満
た
な
い
ハ
ウ
ス
も
あ
り
、

精
神
的
に
も
多
大
な
損
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
被
害
の
あ
っ
た
ハ
ウ
ス
の
ほ

と
ん
ど
が
再
建
さ
れ
、
施
設
園
芸
の
生
産

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

世
界
一
品
質
の
高
い

　
　  

花
を
目
指
し
て
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予
定
の
８
時
出
発
、
秋
田
市
か

ら
バ
ス
で
２
時
間
、
平
鹿
町
J
A

秋
田
ふ
る
さ
と
到
着
。
太
陽
が
ま

ぶ
し
く
熱
い
、
30
度
以
上
は
あ
る
。

営
農
セ
ン
タ
ー
長
の
案
内
で
和
室

に
通
さ
れ
、
概
要
説
明
。
私
は
認

定
農
業
者
研
修
に
次
い
で
２
度
目
。

施
設
規
模
930
ａ
、
ハ
ウ
ス
等
320
棟
、

構
成
員
８
名
、
栽
培
作
目
は
ほ
う

れ
ん
草
と
小
松
菜
、
生
産
量
は
Ｈ

27
ほ
う
れ
ん
草
約
166
ｔ
、
小
松
菜

約
117
ｔ
、
販
売
額
は
約
一
億
七
千

万
円
。
前
回
の
研
修
時
よ
り
二
千

万
の
売
上
げ
の
伸
び
に
は
感
心
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
な
に
よ
り
夏
場

の
価
格
の
高
い
時
期
に
生
産
量
を

上
げ
安
定
的
に
出
荷
し
、
市
場
価

値
を
高
め
て
い
る
努
力
に
感
心
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
場
所
を
移
動
し

ハ
ウ
ス
団
地
に
。
４
名
位
の
収
穫

作
業
員
が
コ
ン
テ
ナ
に
。
暑
そ
う

だ
。
だ
か
ら
高
い
の
か
。
計
量
、

包
装
、
予
冷
庫
へ
。
５
名
の
共
同

作
業
は
手
慣
れ
た
も
の
だ
。
10
時

30
分
現
在
、
カ
ウ
ン
ト
は
２
４
０

０
袋
。
生
産
量
を
伸
ば
し
経
営
を

安
定
さ
せ
る
栽
培
技
術
は
今
後
の

営
農
活
動
に
大
変
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

　
　
　
　
実
施
し
ま
し
た

庄
内
町
五
団
体

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
に
参
加
し
て

　

「
６
月
６
日
～
６
月
23
日
」
農
業

委
員
地
区
担
当
と
農
業
生
産
委
員

へ
周
知
し
、
事
前
調
査
を
行
い
、

７
月
の
町
の
広
報
「
し
ょ
う
な
い
」

に
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す

る
旨
の
記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　
「
７
月
25
日
に
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
」
を
町
内
を
五
つ
に
分
け
て
、

農
地
の
利
用
状
況
を
調
査
し
ま
し

た
。
終
了
後
に
、
農
地
の
状
況
報

告
と
検
討
会
を
行
い
、
対
応
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。
指
導
方
法

に
つ
い
て
は
、
農
地
部
会
で
、
調

査
結
果
を
ま
と
め
協
議
し
、
草
刈

指
導
・
撤
去
指
導
を
稲
刈
り
前
の

草
刈
り
の
時
期
に
合
わ
せ
て
、
通

知
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
優
良
農
地
の
確

保
と
有
効
活
用
に
向
け
、
関
係
機

関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
農
地

を
守
る
取
り
組
み
を
、
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

先
日
８
月
27
日
（
土
）、
ひ
だ
ま

り
公
園
を
会
場
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
を
通
し
て
五
団
体
の
交
流
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は

総
勢
74
名
で
、
和
気
あ
い
あ
い
に

和
や
か
に
、
ま
た
、
真
剣
に
行
わ

れ
た
よ
う
で
す
。
中
に
は
空
振
り

や
地
球
を
叩
く
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

も
あ
り
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
も
数

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

を
通
し
て
親
睦
を
深
め
、
懇
親
会

に
お
い
て
は
、
お
互
い
の
立
場
で

情
報
の
提
供
を
し
な
が
ら
、
こ
れ

か
ら
の
庄
内
町
の
農
業
振
興
を
進

め
る
う
え
で
、
輪
を
造
り
あ
げ
る

事
が
大
切
な
目
的
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
今
後
も
継
続
す
る
と
共
に
、

大
勢
の
参
加
を
期
待
し
ま
す
。

　

今
回
の
優
勝
は
、
余
目
農
協
の

三
連
覇
を
阻
止
し
た
最
上
川
土
地

改
良
区
チ
ー
ム
で
し
た
。
ち
な
み

に
我
が
農
業
委
員
会
チ
ー
ム
は
、

最
下
位
に
終
わ
り
ま
し
た
。
次
回

は
上
位
を
目
指
し
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

半

澤

重

幸

佐

藤
　

一
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農
業
委
員
視
察
研
修
に

　
　
　
　
　
　
参
加
し
て

平
鹿
町

　
ハ
ウ
ス
団
地
を
視
察
し
て

　

東
北
・
北
海
道
農
業
活
性
化
フ

ォ
ー
ラ
ム
が
８
月
31
日
に
秋
田
県

秋
田
市
の
秋
田
県
民
会
館
で
開
催

さ
れ
た
。

　

「
農
地
利
用
の
最
適
化
に
向
け
た

農
業
委
員
会
活
動
の
強
化
」
を
テ

ー
マ
に
、
東
北
・
北
海
道
の
農
業

委
員
や
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
、
約
１
８
０
０
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

講
演
で
は
、
東
京
大
学
の
安
藤

光
義
教
授
が
、
農
地
の
利
用
集
積

の
推
進
や
、
農
地
中
間
管
理
機
構

を
利
用
し
て
農
地
集
積
を
進
め
る

に
は
、
農
業
委
員
や
推
進
委
員
と

協
力
し
合
い
、
地
域
に
あ
っ
た
農

地
集
積
を
進
め
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
話
し
て
い
た
。

　

２
日
目
、
平
鹿
町
ハ
ウ
ス
団
地

組
合
は
、
ほ
う
れ
ん
草
や
小
松
菜
、

菌
床
し
い
た
け
の
栽
培
を
し
て
い

た
。
平
成
９
年
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
現
在
、
８

名
の
構
成
員
で
320
棟
の
ハ
ウ
ス
を

春
か
ら
秋
ま
で
、
平
均
４
作
、
作

付
け
し
て
い
る
と
話
し
て
い
た
。

ま
た
、
夏
場
で
も
出
荷
し
て
い
る

の
で
、
安
定
出
荷
の
為
、
高
単
価

で
あ
る
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
私

は
今
回
参
加
し
て
思
っ
た
事
は
、

地
域
の
気
候
も
あ
り
ま
す
が
、
農

業
経
営
の
や
り
方
し
だ
い
で
、
い

ろ
ん
な
型
が
あ
る
と
、
痛
感
し
た

次
第
で
す
。

　

予
定
の
８
時
出
発
、
秋
田
市
か

ら
バ
ス
で
２
時
間
、
平
鹿
町
J
A

秋
田
ふ
る
さ
と
到
着
。
太
陽
が
ま

ぶ
し
く
熱
い
、
30
度
以
上
は
あ
る
。

営
農
セ
ン
タ
ー
長
の
案
内
で
和
室

に
通
さ
れ
、
概
要
説
明
。
私
は
認

定
農
業
者
研
修
に
次
い
で
２
度
目
。

施
設
規
模
930
ａ
、
ハ
ウ
ス
等
320
棟
、

構
成
員
８
名
、
栽
培
作
目
は
ほ
う

れ
ん
草
と
小
松
菜
、
生
産
量
は
Ｈ

27
ほ
う
れ
ん
草
約
166
ｔ
、
小
松
菜

約
117
ｔ
、
販
売
額
は
約
一
億
七
千

万
円
。
前
回
の
研
修
時
よ
り
二
千

万
の
売
上
げ
の
伸
び
に
は
感
心
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
な
に
よ
り
夏
場

の
価
格
の
高
い
時
期
に
生
産
量
を

上
げ
安
定
的
に
出
荷
し
、
市
場
価

値
を
高
め
て
い
る
努
力
に
感
心
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
場
所
を
移
動
し

ハ
ウ
ス
団
地
に
。
４
名
位
の
収
穫

作
業
員
が
コ
ン
テ
ナ
に
。
暑
そ
う

だ
。
だ
か
ら
高
い
の
か
。
計
量
、

包
装
、
予
冷
庫
へ
。
５
名
の
共
同

作
業
は
手
慣
れ
た
も
の
だ
。
10
時

30
分
現
在
、
カ
ウ
ン
ト
は
２
４
０

０
袋
。
生
産
量
を
伸
ば
し
経
営
を

安
定
さ
せ
る
栽
培
技
術
は
今
後
の

営
農
活
動
に
大
変
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

齋

藤

秀

基

長

南
　

統
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編
集
後
記

　

今
年
の
台
風
は
、
太
平
洋
側
を

撫
で
る
様
に
通
り
過
ぎ
る
。
８
月

末
の
台
風
10
号
で
は
、
岩
手
県
側

の
岩
泉
や
北
海
道
の
東
部
で
は
、

特
に
雨
量
が
局
地
的
に
多
く
河
川

の
氾
濫
や
土
砂
災
害
が
収
穫
間
近

の
農
作
物
が
台
風
に
よ
っ
て
収
穫

皆
無
と
な
っ
た
。

　

私
達
も
９
月
に
入
り
、
水
稲
の

収
穫
時
期
。
こ
の
ま
ま
、
収
穫
ま

で
は…

…

恵
み
の
雨
ぐ
ら
い
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
、
願
っ
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｋ
）

農業者年金のちょっとお得なお話し！
　　　　　　　～国民年金付加年金～

農業者年金に加入すると、国民年金の付加年金に加入しなければなりません。
　加入すると月額400円を国民年金保険料に加算して納付します。受給時には納付月数×200円の
金額を毎年、老齢基礎年金に加算して受給できます。付加年金制度は2年間で掛金の元が取れる終
身年金です。

例）　30歳から60歳まで付加年金をかけた場合（30年間＝360ヶ月）
総 掛 金／400円（月額）×360ヶ月＝144,000円
1年間の受給額／360ヶ月×200円＝72,000円

農業者年金

農地中間管理機構に農地を貸せば、
次の年から固定資産税が半額になります！

　所有する全農地（10アール未満の自作地は残せます）を、平成28年度以降新たに農地中間管理機構
に10年以上の期間で貸し付けたときは、次の期間、固定資産税が2分の1に軽減されます。
　①　10年以上15年未満の期間で貸し付けたときは3年間
　②　15年以上の期間で貸し付けたときは5年間
　※適用期間は平成28年度から2年間です。（2年ごとに延長の議論が行われます）

1万円

今からお考えくだ
さい！ ●荒れた農地を放置している方

●農地を十分管理されていない方

詳細については農業委員会までお問い合せください

●固定資産税の例
1haの農地を所有している場合の全国平均額であり、
実際の額は個々の農地によって異なります。

　将来、固定資産税が1.8倍に増額されることがあります。今から農地中間管理機構への貸付けなどの方
策をご検討されてはいかがですか。

●固定資産税の例
1haの農地を所有している場合の全国平均額であり、
実際の額は個々の農地によって異なります。

5千円半額！

1万円 1.8万円

農業者年金に関するお問い合わせは、農業委員会事務局またはJAまで
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